
１－１－１

1

1 担当課（館）

① 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

重点施策点検・評価表

課題等

今後も、大規模改修や部位改修を計画的に進めていくため、
文部科学省をはじめ各種交付金・補助金を活用し、積極的に
子どもたちの教育環境の整備を進めていかなければならない。
このため、改修内容や必要経費を算出した上で、緊急度など

の優先順位を定めて計画的に工事を実施していく必要がある。

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

建築年の古い校舎の耐力度調査の実施により、躯体の健全性が示されたた
め、学校整備は「改築」から「長寿命化改修」へとシフトした。
このため、大規模改修や部位改修を計画的に進めるための中期（５か年）整

備計画を策定し、令和３年度から新型コロナウイルス感染症対策及び環境衛
生改善のため、文部科学省の交付金を活用して小中学校のトイレ洋式化工事
を実施している。
令和６年度は山瀬小学校管理棟の屋根葺替工事を実施し、雨漏りによる漏

電や内装の劣化等を防ぎ、学校施設の快適性が高められた。
また、令和７年度に全校ＬＥＤ照明化する計画を立て、まずは補正予算による

実施設計に着手した。

基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る

長寿命化改修等による学校整備計画の推進

活動内容

小中学校２５校中、８割にあたる２０校が建設後３０年以上を経過し、学校施
設の老朽化対策を早急に講じる必要があるため、平成３１年３月に策定した
「学校施設長寿命化計画」を基に、建築経過年数や構造体の健全度、統廃合
の見込みなどを考慮し、長寿命化改修や大規模改修の対象を選定して、学校
施設の整備を計画的に推進する。

学識経験
者等意見

トイレ洋式化工事は、学校からの要望も多く、特に低学年児童にとっては急
務だと感じている。
水銀ランプなどが製造中止のため、次年度に全校ＬＥＤ照明化工事に向けて

いち早く取り組むことで、教育環境の向上とカーボンニュートラルの実現に大き
く貢献すると思われる。
課題は多いが、学校の将来ビジョンを見据えながら、改修などを着実に進め

ていただきたい。
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１－１－２

1

1 担当課（館）

② 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る

学校の維持改修・修繕などの経年劣化対策実施による学習環境の整備

活動内容

施設や設備の改修・修繕が必要な箇所や、学校・ＰＴＡ等から要望がある改
修箇所は次年度の予算要求前に調査をし、小規模から中規模のものは改修
内容の分類や必要経費を算出した上で、危険度などの優先順位を定めて計
画的に工事を実施する。
大規模改修や年次計画による改修工事等を計画する場合は、国の交付金を

活用して実施を検討する。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

老朽化に伴う改修・修繕は、計画的な施工のほか突発・緊急的な事故等にも
すぐに対応し、学校運営に支障をきたさないよう適切に処置した。
また、次から次へと破損や故障が発生するため、即座に緊急度や優先順位

を判断し、限られた予算を最大限に活用して対応した。
令和５年度の小中学校の要望に対する実施率は３割を超えたものの、６年度

は３割弱となった。厳しい予算事情の中でも可能な限り、学校・ＰＴＡ等からの
要望に答えるよう努力している。

学識経験
者等意見

限られた予算の中で要望に応えるため、職員が自ら作業したり、突発的な故
障などにも対応し、おおむね３割実施できたことは有り難いこと。
物価高騰による工事費増大の影響が今後もあると考えられるが、子どもたち

の学習環境に支障をきたさないよう、緊急度と安全性を考慮しながら整備を
図っていただきたい。

課題等

学校・ＰＴＡ等からの要望は、老朽化が進む校舎や設備に対
する改修がほとんどで年々増加する一方だが、教育活動が止
まることのないよう緊急対応や突発的な修繕を優先せざるを得
ないため、要望改善の対応がまだ不十分である。
今後は将来的な見通しのもと、選択と集中の方向で、実現可

能な施策の情報収集と予算の確保に努めていく必要がある。

取組の方向性
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１－１－３

1

1 担当課（館）

③ 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る

防犯対策の強化による安全な教育環境の確保

活動内容

統一した防犯対策方針に基づき、学校の児童生徒昇降口と職員等の出入口
に防犯カメラや報知音発信装置等を設置して学校に対する犯罪企図者の侵
入防止を図り、安心できる教育環境を整備する。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

設備老朽化により更新を希望していた、小中学校の屋内外の防犯カメラ、モ
ニター、レコーダー等の防犯対策施設を整備し、不審者の侵入対策をしたこと
により、児童生徒及び教職員の安全と保護者の安心に寄与した。
忙しい教職員にとって、解像度の高いカメラやモニター等、新しい機器は来

訪者の確認に有用なものとなった。

学識経験
者等意見

国の交付金が不採択となったことは残念だったが、県外では学校への侵入
事件が度々起きているため、市の予算で９校の防犯対策設備を整備できたこと
は有り難く、子どもたちの安心安全に大きく寄与したと考えられる。
今後は、大館でも進入トラブルなどが発生しないよう、この防犯機器を活用し

て保護者をはじめ学校訪問者を分析し、危機管理につなげていくことも大切だ
と思う。

課題等

当初の予定では、国の交付金を活用した事業であったが、他
の交付金メニューが優先となったことにより不採択となったた
め、すべて市費での対応となった。
次年度は未整備の学校を計画していたが、学校の統廃合計

画を視野に入れ、精査したうえで８年度以降の計画を検討す
る。

取組の方向性
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１－１－４

1

1 担当課（館）

④ 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る

会計年度任用職員（校務主事等）の適正な人事管理

活動内容

小中学校に配置している校務主事など、教育総務課で任用して給与の支払
いや服務に関して管理している会計年度任用職員は５０人を上回る。
配置校によって勤務時間や勤務条件も多種多様で中途退職者も多いことか

ら、適正な人事管理により児童生徒の学校生活を支援し、より良い教育環境づ
くりを進める。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

校務主事等に年度途中の退職者が１名発生したが、ハローワーク等を通じて
随時補充し、学校運営や教育活動に支障をきたすことなく適正に管理した。
校務主事に対して教育する必要がある安全衛生講習会（草刈り作業講習、

雪下ろし作業講習）を年２回実施することができた。

学識経験
者等意見

学校の環境整備に努めている校務主事の果たす役割は大きいため、欠員に
なっても早急に補充していただいていることに感謝したい。
安全衛生講習会は人命にも関わる大切な研修であることから、今後も継続し

ていただきたい。
人材確保が難しくなってきている現状において、アウトソーシングは時代の流

れだと思う。課題は多いだろうが、子どもたちを見守りながら持続可能な体制を
整えられるよう進めていただきたい。

課題等

現業職場安全衛生管理委員会要綱に則り、毎年実施してい
る安全衛生講習会など、正職員と会計年度任用職員に対して
実施する必要がある教育について、今後もスキルの向上につ
ながる教育の機会を確保して、安全・安心な教育環境づくりを
進めていく。
また、校務主事に関しては、正職員（再任用職員）の退職によ

り、会計年度任用職員が増えてきているため、本格的にアウト
ソーシング（業務委託等）の準備を進める段階にきている。

取組の方向性
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１－２－１

1

2 担当課（館）

① 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実を図る

社会教育施設の適正管理

活動内容

施設の運営に直接影響を及ぼす高圧気中開閉器更新工事（比内公民館）、
コンデンサ取替工事（上川沿公民館）やファンモーター・ユニット修繕（北地区
コミュニティセンター）など、施設利用者に配慮しながら作業を遅滞なく実施し、
施設の良好な環境を維持する。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

比内公民館の高圧気中開閉器更新工事は９月末、上川沿公民館のコンデン
サ取替工事は１０月末に完了した。
北地区コミュニティセンターのファンモーター・ユニット修繕も１１月には完了

した。
建物や電気設備等の点検結果を踏まえて、老朽化した設備の維持・更新に

対応し、適正に管理した。
　

学識経験
者等意見

法令で定められていることへの対応はやむを得えないが、社会教育施設は
数が多いため、計画的な修繕実施が重要だと思われる。
建物や設備の老朽化により、修繕の必要箇所が年々増加していることから、

将来計画について担当課と協議を進め、安定的な施設運営に努めていただき
たい。

課題等

各公民館の大規模な改修工事については一段落したが、他
の社会教育施設は老朽化が進んでおり設備の故障が増えてい
る。
今後の設備の改修・整備には適切な更新計画を作成し、進

めていく必要がある。

取組の方向性

-7-



１－２－２

1

2 担当課（館）

② 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実を図る

社会教育施設の充実と安全性の確保

活動内容

栗盛記念図書館の老朽化した地下重油タンクの内面ライニング工事等を行
い、設備の機能維持を図る。
中央公民館と鳥潟会館は経年劣化した屋根の部分改修工事を行う。また、

各施設の破損や故障には応急処置などで対応しながら速やかに必要な予算
を確保して修繕や改修を実施し、安全な利用環境を確保する。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

栗盛記念図書館の地下重油タンクの内面ライニング工事は８月末に、中央公
民館の屋根改修工事は８月、鳥潟会館の屋根改修工事は１０月に完成した。
多くの施設が老朽化しているため、緊急に修繕を要することが頻繁にあった

が、限られた予算の中で精査・工夫し、利用者の安全や施設の運用に支障が
ないように速やかに対応した。

学識経験
者等意見

社会教育施設は、年間を通じてさまざまなイベントがあり、市民の利用度も高
いため、施設を休止することなく整備を実施していただいていることに感謝した
い。
鳥潟会館の庭園が国の名勝に指定されたことで、今後、観光客が多くなると

予想されることから、建物についても担当課と連携して保全に力を入れ、大館
の財産を長く守っていただきたい。

課題等

学校施設と同様に社会教育施設も老朽化が進み、建物や設
備の故障が増えてきている。利用者の活動や事業実施に支障
がないようにしながらも、全体として維持のありかたを検討し、計
画的に改修・整備をする必要がある。

取組の方向性
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１－２－３

1

2 担当課（館）

③ 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実を図る

廃止した社会教育施設の保全

活動内容

利用廃止となった勤労青少年ホームの上階部分を解体し、防水処理や落下
防止等の安全対策を施して近隣住民の不安解消と安全確保を図る。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

当該施設の立地が急傾斜地であるため、土留めとして１階部分を残し、上階
部分は計画通り解体した。
屋根に代わる上部は、防水処理を施して人が立ち入らないよう柵を設置し

た。コストを抑えながら近隣住民の安全確保と不安解消が図られた。

学識経験
者等意見

　使われなくなった施設は、倒壊の危険性や不審者の侵入なども考えられる。
地形を考慮した解体方法により、近隣住民の不安解消と安全安心な環境整

備がなされたことは良かった。
将来は、隣接する施設の廃止計画に併せて、恒久的な対策を進めていただ

きたい。

課題等

立地の事情から、現時点では安全とコストの両面から最善の
方法として実施した工事だが、将来は土砂崩れを避ける整備と
併せた１階部分の解体が必要になるため、財源の検討をしなが
ら計画を立てる必要がある。

取組の方向性
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１－３－１

1

3 担当課（館）

① 教育総務課

　□　目標を上回る

　■　目標どおり

　□　目標をやや下回る

　□　目標を大幅に下回る

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

大館の教育の理念と実践について、市民への周知と全国への発信に努める

教育委員会施策の情報発信の強化

活動内容

毎月開催する教育委員会会議では、実施する施策やその進捗状況などを的
確に報告し、協議や討議内容を議事録にまとめてホームページ等で公表す
る。
教育委員会事務事業の点検・評価表や総合教育会議の議事録など、教育

委員会の活動内容を市民をはじめ全国に発信し、取り組みを進めている教育
の産業化構想やおおだて型教育の周知を図るとともに、大館で学ぶ移住・交
流人口の拡大に努める。
教育委員会活動の透明性を図るため、ホームページや定例記者会見、報道

機関などを活用し、情報発信をより積極的に行う。

点検評価

（達成率１００％超）

（９５～１００％）

（８０～９４％）

（８０％未満）

教育委員会会議及び総合教育会議の議事録、教育委員会事務事業の点
検・評価結果など大館の教育が取り組む活動内容について理解を深めていた
だくため、市ホームページで公表した。
また、地元新聞社への掲載を依頼したり、一部事業についてはＳＮＳを利用

した情報発信も行った。

学識経験
者等意見

ホームページなどのインターネットや新聞などは、教育委員会の各種会議を
はじめ、教育ツーリズムや各学校の取り組みなどを情報発信できる有り難い
ツールである。
これにより、市民を含む多くの人が、大館の教育について理解を深めることが

できるのはとても良いことだし、情報を見た人から激励やアイデアなどの意見を
いただく可能性もある。
　今後も充実した情報発信を続けていただきたい。

課題等

大館の教育の理念と実践結果を全国に情報発信する手段と
して、市ホームページを活用しているが、日常生活の中におけ
る情報発信媒体の多様化に伴い、本格的なＳＮＳ等を活用した
発信手段も検討する。
また、市民への情報発信として地元マスコミ報道が有効であ

るため、積極的に報道機関を活用していく。

取組の方向性
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